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事業費計  （A）

廃止終了

・令和５年度からは重層的支援体制整備事業への移行準備事業内の参加支援事業で
「居場所や活動の場」、「一時的な住まいの場」を提供する。

・福祉・保健分野のそれぞれの係と意見交換会を実施し、困難ケースの把握や円滑
な相談支援体制、緊急時の対応など更なる連携強化に努める。

課
題

・相談者の課題に対して、予後予測し支援を実施してきたが、支援を拒否する方も一定数おり、課題解決に繋
がらないケースがある。
・複雑化・困難化する市民ニーズに対応するため、専門知識を有する資格者の継続的な配置・採用。
（社会福祉士、精神保健福祉士）

現状維持 改善 効率化
成
果

・様々な相談に専門的な目線で対応し、早期発見早期介入することができた。
・既存の制度や支援では対応できない狭間の個別ニーズの対応について、令和４年度に協議会で検討した。そ
の結果、地域の社会資源を活用して社会とのつながりに向けた支援を行い、「居場所や活動の場」、「一時的
な住まいの場」を提供する方向性を示すことができた。

改
革
改
善
案

〇 拡充

開
始
経
緯

必
要
性

属性別の支援体制では複合課題や法制度の狭間にあるニーズへの対応が困難で、課題が表面化した時には解決
が難しい状況があり、地域共生社会の実現に向けて、伴走型支援と地域住民の気にかけ合う関係性によるセー
フティネットの構築が必要であるため。

達
成
度
評
価

・数値目標
・目指す状況
・実現性
・情勢、環境の変化
・事業期間

・どこから介入してよいかわからない困難事例や緊急を要す
る事例に対し、支援会議・重層的支援会議を開催し、係や各
支援機関の役割や強みを明確化し、支援の見通しをつけるこ
とができた（年間１２回実施）。

実
施
状
況

・新規相談　111件 （実人数）
・活動実績　645件（来庁、訪問、電話の対応延数）
（就労17件、医療56件、障害112件、高齢115件、子ども・人権81件、保護12件、生活・金銭135件、住居6件、
  その他111件）

(2)事業概要

事
業
目
的

対象者の属性を問わない相談支援、多様な参加支援、地域づくりに向けた支援を一体的に実施することによ
り、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を整備する重層的支援体制整備事
業の実施に向けた準備を行う。

効
率
性
評
価

・事業効果向上
・事業費削減
・事務の効率化
・費用対効果
・財政負担の必要性
・関係者との連携

・どこに相談してよいかわからない相談や複雑化した相談に
ついて、福祉保健課窓口に相談にこられることが多い。まる
ごと相談室が庁舎内にあることで、横の連携を活かし、他の
係で受けた複雑な相談に迅速かつ効率的に対応することがで
きた（消費生活センター、ダイバーシティ係、市民税務課な
ど含む）。

・国３/４

事
業
内
容

関係部局を横断した庁内連携体制の構築や移行計画の作成を行う「庁内連携体制の構築等の取組」と、支援機
関の抱える課題の把握や事例全体の調整機能の役割を果たし、支援者を支援する役割を担う「多機関協働事
業」「アウトリーチ等事業」を実施。「参加支援事業」「地域づくり事業」は準備状況に応じて段階的に実施
する。

・誰一人取り残さない、断らない相談支援の実施に努めた。

・相談を待つのではなく、先手管理やアウトリーチの視点
で、積極的に地域や関係機関に出向き、課題の把握や介入が
できた。

その他特定財源

1,595 1,595

年
間
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事
業
費

財
源
内
訳

国県支出金 千円

0 19,071 23,180 23,180 0

有
効
性
評
価

429

3.000

人件費概算  (B) 千円 0 0 16,800 16,800 16,800 0

所要人員（年間） 人 3.000 3.000

(A)　＋　(B) 千円 0

1,842 4,785 4,785

一般財源 千円

人
件
費

(4)評価 所管課による評価
(実績・決算) (実績・決算) (実績・決算) (計画・予算) (計画・予算) (計画・予算)

千円 0 0 2,271 6,380 6,380 0

・市民のニーズ
・事業の効果
・政策との整合性
・事業を廃止の影響
・類似事業との連携
・公平性

千円

(1) 総事業費の推移 単位
2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

（ 施 策 ） 7 安心暮らし推進プロジェクト 事業期間
R6 年度（ 年間）

イ
R4 年度～

12 12

12

(目標)

(実績) (実績) (実績)
単位

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

3

1

（ 施 策 ） 3 地域福祉の充実

対象 個別性の高い支援を要する市民

成果指標（成果・効果）

（ 基 本 目 標 ） 総
合
戦
略

4 魅力的で、安心して暮らせるまちをつくる ア
支援会議・重層的支援会
議　実施数

回
12

イ
重層的支援体制協議会
実施数

回
3

645

3

まちづくりﾌﾟﾗﾝ
（ 基 本 目 標 ）

振
興
計
画
体
系

4
＜保健･医療･福祉＞生き生きと笑顔で暮らせるま
ち

1 3 4001 1
ア 相談対応件数 件

（ 個 別 目 標 ） 4 地域が支え合い、安心して暮らせるまち 主な費目 委託料、人件費、報償費

(目標)

予算科目

会計 款 項 目 備考 (実績) (実績) (実績)

400 400

担当係 まるごと相談係
活動指標（実施状況） 単位

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

日作成

事務事業名 重層的支援体制整備事業への移行準備事業

担当課 志布志支所福祉保健課 (3)指標の推移 2年度 3年度 4年度 5年度

令和 5 年　 7 月 1
令和 5 年度 事務事業マネジメントシート

作成日

6年度 7年度



1

事業費計  （A）

開
始
経
緯

必
要
性

ホール入口のドアが頻繁に外れたり、床の節抜けやひび割れ、舞台の床のひび割れや舞台裏の壁板のはがれが
ひどく、修繕を行う必要。

実
施
状
況

令和５年度に修繕

成
果 改

革
改
善
案課

題

達
成
度
評
価

・数値目標
・目指す状況
・実現性
・情勢、環境の変化
・事業期間

0 0 1,597 0 0

(2)事業概要

事
業
目
的

天神地域ふれあいセンター施設整備を図るため、経年劣化に伴う修繕を行い、現状維持を目的とする。

事
業
内
容

屋内修繕

年
間
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事
業
費

財
源
内
訳 一般財源

人
件
費 人件費概算  (B)

(A)　＋　(B) 千円 0

（ 施 策 ） 7 安心暮らし推進プロジェクト 事業期間
Ｒ５ 年度～

Ｒ５ 年度（ 年間）

・事業効果向上
・事業費削減
・事務の効率化
・費用対効果
・財政負担の必要性
・関係者との連携

拡充 現状維持 改善

効
率
性
評
価

・市民のニーズ
・事業の効果
・政策との整合性
・事業を廃止の影響
・類似事業との連携
・公平性

効率化 廃止終了

0

千円 0 0 0 140 0

0

所要人員（年間） 人 0.025

千円 0 0 0

所管課による評価
(実績・決算) (実績・決算)

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

(実績・決算) (計画・予算) (計画・予算) (計画・予算)
(1) 総事業費の推移 単位

有
効
性
評
価

その他特定財源 千円

千円 1,457

国県支出金 千円

(4)評価

0

1,457

1

(目標)

(実績) (実績) (実績)

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

1 1

（ 施 策 ） 3 地域福祉の充実 成果指標（成果・効果）

1
天神地域ふれあいセンター

（ 基 本 目 標 ） 総
合
戦
略

4 魅力的で、安心して暮らせるまちをつくる

対象

単位

ア 修繕箇所

イ

まちづくりﾌﾟﾗﾝ
（ 基 本 目 標 ）

振
興
計
画
体
系

4
＜保健･医療･福祉＞生き生きと笑顔で暮らせるま
ち

1 3 1 11 6
ア 管理施設数

（ 個 別 目 標 ） 4 地域が支え合い、安心して暮らせるまち 主な費目 修繕費

令和 5 年度

(目標)

予算科目

会計 款 項 目 備考 (実績) (実績) (実績)

1

1

担当係事務事業名 社会福祉施設管理事業

担当課 志布志支所　福祉保健課 (3)指標の推移 2年度 3年度 4年度 5年度

福祉係
活動指標（実施状況） 単位

イ

事務事業マネジメントシート
作成日

6年度 7年度

(目標) (目標) (目標) (目標) (目標)

日作成令和 5 年　 7 月 1

1


